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世界平和地球村の建設と自然環境の保護

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
度
は
ご
支
援
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

福
地
建
設
を
め
ざ
し
、
出
発
し
て
十
七
年
、
こ

の
間
想
像
を
超
え
た
厳
し
い
自
然
環
境
の
な
か
で
、

試
行
錯
誤
し
つ
つ
も
積
み
重
ね
て
き
た
不
屈
の
歩

み
、
与
え
て
忘
れ
る
、
た
め
に
生
き
る
精
神
と
、

万
民
を
抱
く
人
類
一
家
族
、
真
の
愛
の
心
情
で
地

域
社
会
の
絶
大
な
信
頼
と
国
家
の
関
心
を
獲
得
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

誰
一
人
訪
ね
る
こ
と
の
な
い
見
捨
て
ら
れ
た
も
っ

と
も
貧
し
い
地
レ
ダ
に
、
家
族
を
残
し
単
身
滞
在

し
言
葉
に
で
き
な
い
ご
苦
労
の
数
々
を
、
何
事
も

な
か
っ
た
か
の
ご
と
く
受
け
入
れ
歩
ん
で
こ
ら
れ

た
皆
様
と
、
支
え
続
け
て
こ
ら
れ
た
ご
家
族
、
支

援
者
の
皆
様
の
熱
き
思
い
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

そ
の
尊
い
礎
の
上
に
い
よ
い
よ
希
望
の
実
体
、

福
地
建
設
の
つ
ち
音
高
く
響
か
せ
る
時
が
来
ま
し

た
。
出
発
し
て
よ
り
二
十
年
と
な
る
、
二
〇
二
〇

年
ま
で
の
四
年
間
、
今
ま
で
流
し
た
す
べ
て
の
血

と
汗
と
涙
を
黄
金
の
輝
き
に
変
え
る
希
望
の
時
に

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

老
壮
青
み
ん
な
が
知
恵
を
出
し
合
い
考
え
行
動

し
、
新
し
い
未
来
、
福
地
建
設
の
主
人
と
な
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

二
〇
一
六
年
元
旦

一
般
社
団
法
人

南
北
米
福
地
開
発
協
会

理
事
長

中
田
欣
宏

2016年迎春
平成二十八年

豊かな生命を育んで流れるパラグアイ川



2015年もパンタナールで若者たちが活躍しました。

11か国、36名から成る、国際色豊かなUPFの奉仕隊。メディアにも

取り上げられ、多くの人々に感動を与えました。(7月)

土地の境界にワイヤーを張った柵を設置する、重要な作業。

5月8日、第三回パクー稚魚放流式を挙行。5万匹を放流しました。

第15回国際協力青年奉仕隊は、バイア・ネグラの高校

と病院で奉仕し、篤く感謝されました。(8月～9月)

2015年レダ基地では

3年連続でパクーの人工孵化に成功。(1月)

洪水への恒久対策として堤防を建設。(5月)

北
米
か
ら
視
察
や
奉
仕
活
動
に

次
々
と
多
才
な
人
材
が
来
園
。



パ
ン
タ
ナ
ー
ル
精
神
を
伝
え
た
一
日
研
修
会

十
一
月
二
十
一
日
、
代
々
木
の
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念

青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
第
九
回
の
一
日
特
別
研

修
会
を
開
催
し
、
61
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

映
像
に
よ
る
活
動
の
紹
介
に
続
き
、
飯
野
貞
夫
理
事
に
よ

る
「
提
唱
者
の
思
想
と
私
た
ち-

レ
ダ
開
拓
史
」
、
地
球
の

緑
を
守
る
会
の
高
津
啓
洋
代
表
理
事
に
よ
る
「
生
命
を
守
る

森
つ
く
り
」
、
昨
年
レ
ダ
基
地
で
約
五
か
月
間
に
わ
た
っ
て

奉
仕
活
動
を
し
た
滝
川
哲
盤

さ
ん
に
よ
る
体
験
報
告
、
柴

沼
邦
彦
理
事
に
よ
る
「
パ
ラ

グ
ア
イ
・
レ
ダ
に
お
け
る
理

想
郷
建
設
」
そ
し
て
最
後
に

三
人
の
講
師
を
囲
ん
で
グ
ル
ー

プ
ご
と
の
懇
親
会
が
持
た
れ
、

質
疑
応
答
と
意
見
交
換
が
熱

心
に
な
さ
れ
ま
し
た
。

次
回
は
、
本
年
四
月
二
日

（
土
）
、
今
回
と
同
じ
会
場

で
開
催
す
る
予
定
で
す
。

参
加
者
の
感
想
文
よ
り

●
良
い
も
の
も
悪
い
も
の
も
す
べ
て
を
飲
み
込
む
、
そ
れ
が

パ
ン
タ
ナ
ー
ル
精
神
。
文
先
生
の
教
え
を
そ
の
如
く
に
実
践

し
て
き
た
そ
の
実
体
が
、
ま
さ
し
く
そ
こ
に
あ
る
と
実
感
し

ま
し
た
。(

女)

●
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
に
行
っ
て
様
々
な
こ
と

を
体
と
心
で
感
じ
、
自
分
に
何
が
で
き
る
か
を
知
り
た
い
で

す
。
「
潜
在
自
然
植
生
」
は
誰
で
も
簡
単
に
で
き
る
し
、
コ

ス
ト
が
か
か
ら
な
い
の
が
す
ご
い
で
す
。(

20
歳
、
男)

●

パ
ン
タ
ナ
ー
ル
の
話
も
、
環
境
問
題
の
話
も
、
め
っ
た
に
聞

く
こ
と
の
で
き
な
い
内
容
ば
か
り
で
、
充
実
し
た
時
間
で
し

た
。
来
年
の
夏
に
ぜ
ひ
レ
ダ
に
行
き
た
い
で
す
。(

女)

環
境
問
題
は
広
角
レ
ン
ズ
を
持
っ
て
！

十
一
月
二
十
八
日
、
川
崎
市
の
高
津
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

に
て
、
第
十
四
回
環
境
問
題
研
究
会
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、

18
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
講
師
は
東
京
農
業
大
学
名
誉
教
授
・

元
学
長
・
農
学
博
士
の
進
士
五
十
八(

し
ん
じ
い
そ
や)

先
生
。

テ
ー
マ
は
「
自
然
と
人
間
の
共
生
・
循
環
社
会
の
形
成
の
推

進
」-

ほ
ん
と
う
の
環
境
・
緑
の
ま
ち
づ
く
り
。
進
士
先
生

は
、
「
グ
リ
ー
ン
・
ミ
ニ
マ
ム
」
（
最
低
限
欲
し
い
緑
）
の

住
民
の
意
識
度
調
査
研
究
か
ら
、
自
然
面
積
率
が
約
50
％
に

な
る
時
、
緑
に
対
す
る
充
足
意
識
度
が
転
換
（
＋
・
－
）
す

る
こ
と
を
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
研
究
に
基
き
、
過
密
都

市
社
会
の
病
理
は
、
多
様
な
「
農
」
（
精
農
・
楽
農
・
援
農
・

遊
農
・
学
農
な
ど
）
と
つ
な
が
る
「
緑
地
生
活
」
を
通
し
て

解
決
可
能
で
あ
る
と
し
て
、
「
緑
の
ま
ち
づ
く
り
」
「
環
境

共
生
都
市
」
を
提
唱
さ
れ
ま
し
た
。
持
論
は
「
狭
い
専
門
性

は
限
界
。
広
い
視
野
を
！
」

講
話
は
平
明
闊
達
な
言
葉

と
美
し
い
図
表
を
駆
使
、
ユ
ー

モ
ア
も
交
え
て
、
あ
っ
と
い

う
間
に
予
定
し
た
二
時
間
が

経
過
。
再
度
の
開
催
を
望
む

声
が
出
る
ほ
ど
で
し
た
。

白
熱
し
た
議
論
！

Ａ
Ｓ
Ｄ
青
年
集
会
開
催

十
一
月
二
十
二
日(

日)

、
午
後
六
時
か
ら
、
大
山
街
道
ふ

る
さ
と
館
で
Ａ
Ｓ
Ｄ
青
年
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
国
際

協
力
青
年
奉
仕
隊
の
参
加
者
を
中
心
に
八
名
の
青
年
が
集
ま

り
、
レ
ダ
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る
熱
い
思
い
を
語
り

合
い
ま
し
た
。
初
め
に
お
弁
当
を
食
べ
な
が
ら
自
己
紹
介
の

時
間
を
持
ち
、
打
ち
解
け
た
上
で
提
唱
者
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

音
読
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
感
想
を

共
有
し
ま
し
た
。
最
後
に
、
各

自
が
や
っ
て
み
た
い
レ
ダ
開
発

に
繋
が
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
企

画
し
、
議
論
し
て
い
き
ま
し
た
。

集
ま
っ
た
青
年
た
ち
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
専
門
分
野
と
感
性
を
持
っ

て
多
様
な
議
論
を
繰
り
広
げ
、

白
熱
し
た
空
気
は
冷
め
る
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

レダを体験した青年は、今！ (第3回)

世界で英語を教える先生になりたい!
Ｑ.青年奉仕隊に参
加した理由は何です
か？
Ａ.教師になろうと
思っていたので、発
展途上国の教育に興
味がありました。青
年奉仕隊のプログラ
ムに学校での奉仕活
動があることを知り、
参加したいと思いま
した。自分の将来が
もっとグローバルに
なるかもしれないと
いう期待を抱きまし
た。
Ｑ . イン デ ィヘ ナ
（先住民）のディア
ナ村の学校を見て、

何を感じましたか？
Ａ.小学生から中学生までいっぱいの子供たちがいるの
に、教室がわずかしかないことに驚きました。しかし、
そこで勉強している子供たちの目は輝いていて、「勉強
することは楽しいことなんだ！」という本来あるべき姿
を発見しました。勉強に対する意識が変わりました。
Ｑ.意外だったことはありますか？
Ａ.英語が通じなかったことです。世界的な言語だと思っ
ていたのに、子供たちはもちろん先生たちですら英語が
通じなかったことにびっくりしました。
Ｑ.青年奉仕隊の経験が、将来の夢に与えた影響はあり
ますか？
Ａ.日本だけではなく、世界で英語を教える先生になり
たいと思いました。パラグアイで出会ったような世界の
子供たちにも英語を教え、世界に羽ばたく道を開いてあ
げたいです。将来はレダに学校を立て、そこの先生にな
りたいという１つの大きな夢ができました。まずは日本
の学生たちを世界人として育てられる英語教師になれる
よう頑張ります！

楠根智美さん 第14回国際協力青
年奉仕隊員 奈良女子大学 文学部 言
語文化学科、２年終わって休学中。
フィリピン、バギオのPines Inter-
national Academyで2015年9月から半
年間、英語の語学留学中。

研修会参加者、講師陣、スタッフ一同。

進士五十八先生

各人が個性と創造性を発揮中！



第
二
期
定
時
総
会
を
開
催
、
二
議
案
を
承
認

十
二
月
十
三
日
、
午
前
十
時
よ
り
、
大
山
街
道
ふ
る

さ
と
館
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
一
般
社
団
法
人

南
北
米
福
地
開
発
協
会
の
第
二
期
定
時
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
総
会
は
、
出
席
し
た
会
員
数
と
委
任

状
数
を
合
わ
せ
た
数
が
会
員
総
数
の
過
半
数
を
超
え
、

総
会
と
し
て
成
立
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
次

い
で
総
会
議
長
の
中
田
代
表
理
事
の
も
と
、
議
事
録
署

名
人
と
し
て
、
森
川
理
事
と
岩

澤
理
事
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
号
議
案
は
、
平
成
二
十

六
年
度
活
動
報
告
お
よ
び
決
算

書
報
告
で
、
出
席
者
の
多
数
を

も
っ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
第

二
号
議
案
は
役
員
の
選
出
で
、

設
立
時
理
事
の
再
任
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
最
後
に
高
橋
昭
三

監
事
が
、
報
告
の
内
容
は
事
実

に
則
し
、
か
つ
適
切
で
あ
る
と

述
べ
、
総
会
が
終
了
し
ま
し
た
。

中
井
重
幸
氏
が
現
地
活
動
を
報
告

総
会
終
了
後
の
十
一
時
よ
り
定
例
集
会
に
お
い
て
、

南
北
米
福
地
開
発
財
団
（F

.
D
.
S
.
A
.
N
.
S
.

）
の
ア
ス
ン

シ
オ
ン
事
務
局
長
で
あ
る
中
井
重
幸
氏
が
、
パ
ラ
グ
ア

イ
に
お
け
る
活
動
全
般
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。
日

本
に
一
時
帰
国
し
て
間
も
な
い
中
井
氏
は
、
自
身
の
一

年
を
振
り
返
り
つ
つ
、
レ
ダ
の
土
地
全
八
万
ヘ
ク
タ
ー

ル
活
用
の
意
義
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
「
パ
ラ
グ
ア
イ

に
は
、
私
た
ち
に
先
駆

け
て
メ
ノ
ー
教
団
の
人
々

が
、
極
端
に
水
の
乏
し

い
内
陸
部
に
入
植
し
、

信
仰
・
正
直
・
勤
勉
を

モ
ッ
ト
ー
に
理
想
郷
の

建
設
を
目
指
し
ま
し
た
。

そ
の
後
チ
ャ
コ
戦
争
を

は
じ
め
数
多
の
大
き
な

会員種別
♠会員一口1000円／月
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試
練
を
克
服
し
て
、
産
業
を
育
成
し
、
ロ
マ
・
プ
ラ
タ
、

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
な
ど
、
自
由
、
平
和
で
、
秩
序
あ

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
実
現
し
、
繁
栄
し
て
い
ま
す
。
」

「
私
た
ち
は
さ
ら
に
そ
の
先
に
あ
る
、
国
家
と
大
陸
と

全
地
球
レ
ベ
ル
の
福
地
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ

の
小
さ
な
モ
デ
ル
が
レ
ダ
基
地
で
す
。
去
る
七
月
に
Ｕ

Ｐ
Ｆ
の
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
一
行
が
、
パ
ン
タ
ナ
ー
ル

地
域
で
活
動
し
て
多
く
の
人
々
を
感
動
さ
せ
ま
し
た
。

同
じ
よ
う
に
、
日
本
や
世
界
各
地
か
ら
志
を
抱
い
た
人
々

が
レ
ダ
に
や
っ
て
来
れ
ば
、
理
想
郷
を
大
き
く
育
て
て

行
け
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
も
皆
で
力
を
合
わ
せ
て

奮
闘
し
て
参
り
ま
し
ょ
う
」
と
力
強
く
語
り
ま
し
た
。

岩
澤
春
比
古
氏
が
第
四
回
エ
コ
ツ
ア
ー
を
報
告

去
る
十
一
月
十
三
日
か
ら
二
十
四
日
に
か
け
て
実
施

さ
れ
た
、
第
四
回
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
エ
コ
ツ
ア
ー
の
報
告

を
、
ツ
ア
ー
リ
ー
ダ
ー
の
岩
澤
氏
が
報
告
し
ま
し
た
。

「
長
い
間
ず
っ
と
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
に
行
き
た
い
と
思
い

な
が
ら
も
、
な
か
な
か
行
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
今
回
思
い
切
っ
て
行
っ
て
来
ま
し
た
。
や
は

り
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
、
レ
ダ
の
人
々
、
動
物
、
植

物
、
自
然
事
象
等
と
直
接
出
会
っ
て
、
そ
の
生
の
体
験

を
通
し
て
多
く
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
中
で
も

現
地
ス
タ
ッ
フ
の
心
の
こ
も
っ
た
準
備
、
川
を
泳
ぐ
豚
、

ス
リ
ル
あ
る
ピ
ラ
ニ
ア
釣
り
、
勇
壮
豪
快
な
イ
グ
ア
ス

の
滝
な
ど
に
、
心
霊
が
躍
動
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
あ

る
婦
人
は
、
優
れ
た
写
真
家
で
、
愛
用
の
カ
メ
ラ
の
レ

ン
ズ
の
先
に
、
感
嘆
に
値
す
る
多
く
の
真
実
が
見
え
た
、

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
」
岩
澤
氏
は
「
次
回
以
降
、
も
っ

と
低
コ
ス
ト
で
、
よ
り
多
く
の
方
々
が
こ
の
価
値
あ
る

エ
コ
ツ
ア
ー
に

参
加
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
創

造
本
然
の
世
界

を
体
験
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う

に
し
た
い
」
と

強
調
し
ま
し
た
。

報告する中井重幸氏

第二期定時総会の参加者たち

レダ基地上空より

世界遺産イグアスの滝

2016年カレンダー

2016年も、あなたのお部
屋やオフィスを生命力豊かな
パンタナールの生きものたちで
飾ってはいかがでしょうか。今
年はカラフルな花をたくさんあ
しらいました。贈り物としても
喜ばれるでしょう。
お申し込みは、事務局へ。

一部200円


